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～北秋田のおひなまつり～～北秋田のおひなまつり～

華やかな桃の節句
あきた舞妓と祝う
華やかな桃の節句
あきた舞妓と祝う



秋田県議会議員一般選挙 　
秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙（
３

月
29
日
告
示
）が
、
４
月
７
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
県
政
を
託
す
人
を
決

め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の

明
る
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【お問い合わせ】
 北秋田市選挙管理委員会事務局
 　　　　　☎６２－６６１４

 

◆
不
在
者
投
票

 

◆
期
日
前
投
票

 

◆
投
票
で
き
る
方

 

◆
県
内
に
転
出
さ
れ
る
方

秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

 

◆
投
票
区
の
変
更
に
つ
い
て

投票日
４月７日（日）
投票日

４月７日（日）

選
び
た
い
　
秋
田
の
こ
れ
か
ら
　
わ
た
し
の
将
来

選
び
た
い
　
秋
田
の
こ
れ
か
ら
　
わ
た
し
の
将
来

選
び
た
い
　
秋
田
の
こ
れ
か
ら
　
わ
た
し
の
将
来

選
び
た
い
　
秋
田
の
こ
れ
か
ら
　
わ
た
し
の
将
来

　
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
条
件
を
い
ず

れ
も
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

①
平
成
13
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

②
平
成
30
年
12
月
28
日
以
前
か
ら
北

秋
田
市
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方

※

投
票
日
ま
で
に
県
外
に
転
出
し
た
方
は
、

選
挙
権
が
な
く
な
り
、
入
場
券
が
あ
っ
て

も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
北
秋
田
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
て
、
投
票
日
ま
で
に
県
内
の
他
の
市

町
村
に
転
出
さ
れ
る
方
は
、
北
秋
田
市
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
転

出
の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
が
投
票
す
る
場

合
に
は
、
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
（
ま
た
は
住
民
票
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

証
明
書
は
本
庁
舎
１
階
市
民
課
及
び
各

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
て
無
料
で
発
行
し

ま
す
。（
土
日
は
本
庁
舎
で
の
み
発
行
と

な
り
ま
す
）

﹇
選
挙
期
間
中
、
北
秋
田
市
に
い
な
い
方
﹈

　
仕
事
や
旅
行
等
で
選
挙
期
間
中
に
北
秋

田
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

滞
在
先
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、

投
票
入
場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在
者

投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
封
書
に
入
れ
て
北
秋
田
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

請
求
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
施
設
に

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
に
よ
り
、

投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
「
期
日
前
投
票
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
投
票
所
入

場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在
者
投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
氏
名
、

住
所
等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
進
学
や
就
職

で
県
外
に
転
出
さ
れ
る
方
が
多
く
い
ま
す
。

県
外
転
出
の
手
続
き
を
す
る
と
、
投
票
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
転
出
の
手
続

き
の
前
に
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

北秋田市選挙管理委員会
北秋田市明るい選挙推進協議会
北秋田市選挙管理委員会

北秋田市明るい選挙推進協議会

　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ

せ
ん
き
ょ

投
票
箱

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
施
設
等
が
不
在

者
投
票
の
指
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、
施
設

内
で
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

施
設
管
理
者
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

﹇
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
﹈

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
や
、
介

護
保
険
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
方
で
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
北
秋
田
市
の
不
在
者
投
票
所

　
北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
北
秋
田
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　
〈
時
間
〉 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※

期
日
前
投
票
所
と
異
な
り
ま
す
。

　
伏
影
投
票
区（
萱
草
、伏
影
、笑
内
集
落
）

は
荒
瀬
投
票
区
に
統
合
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
投
票
所
が
荒
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い

ま
す
。

※

投
票
所
お
よ
び
投
票
所
の
開
閉
時
間
の

一
覧
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■北秋田市役所本庁舎
　時間：

■合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎、
　前田公民館（前田出張所）
　時間：

■いとく鷹巣ショッピングセンター
　時間：

■北秋田市役所本庁舎
　時間：午前８時30分～午後８時

■合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎、
　前田公民館（前田出張所）
　時間：午前８時30分～午後７時

■いとく鷹巣ショッピングセンター
　時間：午前９時～午後７時

場所及び開設期間場所及び開設期間

平成31年３月30日（土）から
　　　　４月６日（土）まで

※期日前投票は、投票区を問わず、
　どの投票所でも投票できます。

期日前投票所期日前投票所

※期日前投票をされる方は、事前に枠内に
　必要事項を記入し、ご来場ください

入場券裏面
期日前投票は、投票区を問わず、どの投票所でも投票できます。

秋 田 県 議 会 議 員 一 般 選 挙
【期日前投票ができる期間・時間】

３月30日（土）～４月６日（土） 
■市役所本庁舎 午前８時30分～午後８時
■合川・森吉・阿仁庁舎・前田公民館 午前８時30分～午後７時
■いとく鷹巣ショッピングセンター 午前９時～午後７時

期日前・不在者投票宣誓書兼請求書
　私は、表記選挙の当日、次の理由に該当する見込みのため期日前・不在者投
票をいたしたく、以下の記載が真実であることを誓い、投票用紙を請求します。

氏　名

（自署）

北 秋 田 市
の 住 所
滞 在 先
の 住 所
連 絡 先
電 話 番 号

請 求 日

生 年 月 日

平成31年　　月　　日

明・大・昭・平　　年　月　日

北秋田市

理由（該当する番号を○で囲んでください。）
仕事・学業・地域行事の役員・本人又は親族の冠婚葬祭

投票区の区域外へ外出・旅行・滞在

病気・負傷・出産・身体障害等のため歩行困難

住所移転のため、他の市町村に居住

１

２

３

５

６

【お問合せ先】　〒018‐3392　北秋田市花園町19番1号

　北秋田市選挙管理委員会　☎0186‐62‐6614（直通）

天災又は悪天候により投票所に到達することが困難

この欄に記入
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地域包括支援センターの紹介 地域包括支援センターがより身近に
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地域包括支援センターの紹介地域包括支援センターの紹介
　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんの様々な相談や悩みごとに寄り添い、住み慣れた地域でいつまで

も暮らし続けられるようサポートする機関です。ご利用の際には、お住まいの地域を担当するセンターまで気

軽にご相談ください。

一人で抱えこんでいませんか？

悩み 疑問 相談ごと

　地域包括支援センターでは、主任ケアマネジャー、社会福祉士、保健師などが中心となって、高齢者の支援
を行います。この要となる職種はそれぞれ専門分野を持っていますが、専門分野の仕事だけを行うのではなく、
お互いに連携を取りながら「チーム」として総合的に高齢者を支えます。

【お問い合わせ】高齢福祉課 地域包括支援センター　☎69‐7061　　69‐7056

介護や健康のこと

 介護予防ケアプランを作りたい
 要介護認定の申請を頼みたい
 身体の機能に不安がある　など

（介護予防ケアマネジメント）

● 近所の一人暮らしの高齢者が心配
● 認知症かなと思った  など

様々な相談ごと
（総合相談）

権利を守ること

 悪質な訪問販売の被害にあった
 財産管理に自信がなくなったときは？
 高齢者虐待についての相談　など

（権利擁護）

暮らしやすい
地域のために

 ケアマネジャーってどんな人？
 退院後も自宅で元の生活を維持したい
 など

（包括的・継続的ケアマネジメント）
●

●

●
●
●

こんなとき
お役にたちます！

地域包括支援センター

主任ケアマネジャー

保健師等
社会福祉士等

●
●
●

地域包括支援センター地域包括支援センターがより身近にがより身近に

　市では現在、地域包括支援センターを市役所本庁
舎内に設置していますが、４月からはより身近で地
域に根ざした相談機関とするため、市内全域を３地
区に区分けし、それぞれの担当区域に次のとおり地
域包括センターを設置します。

　また、業務を民間へ委託することで、専門的な知
識・経験を活用して今まで以上にきめ細かな対応を
図ります。市では、各地域包括支援センターと連絡
を取りながら円滑な運営を行います。

公園

ローソン

市民ふれあい
プラザ

佐藤
石工店 藤岡

青果店

年金
事務所 北秋田

市役所

福助堂

N

さざなみ
温泉

ローソン

けむり屋

山ちゃん
ラーメン

N

駅
合
仁
阿

阿仁総合
窓口センター

伝承館

丸伊
商店

北伊
呉服店

消防署
阿仁分署 N

北秋田市 北部地域包括支援センター北秋田市 北部地域包括支援センター

北秋田市 中部地域包括支援センター北秋田市 中部地域包括支援センター

北秋田市 南部地域包括支援センター北秋田市 南部地域包括支援センター

北秋田市
北部地域包括
支援センター

北秋田市
中部地域包括
支援センター

北秋田市
南部地域包括
支援センター

委託先

住　所

連絡先

担当区域

交　通

委託先

住　所

連絡先

担当区域

交　通

委託先

住　所

連絡先

担当区域

交　通

社会福祉法人 秋田県民生協会

〒018‐4211 北秋田市川井字才ノ神61番地13

☎67‐7177　　67‐7178

合川地区全域・米内沢・本城および浦田の大字地内

【バス停】川井新町（距離 200ｍ／徒歩３分）

【最寄駅】秋田内陸縦貫鉄道「合川駅」
（距離 700ｍ／徒歩９分）

社会福祉法人 北秋田市社会福祉協議会

〒018‐3312 北秋田市花園町16番１号

☎67‐8020　　67‐8021

鷹巣地区全域

【バス停】北秋田市民ふれあいプラザ前
（距離 150ｍ／徒歩２分）

【最寄駅】秋田内陸縦貫鉄道「鷹巣駅」
（距離 600ｍ／徒歩７分）

社会福祉法人 北秋田市社会福祉協議会

〒018‐4613 北秋田市阿仁銀山字下新町41番地１

☎82‐3262　　69‐1800

阿仁地区全域・森吉、根森田、小又、阿仁前田、
五味堀および桂瀬の大字地内

【バス停】阿仁合駅前（距離 200ｍ／徒歩３分）

【最寄駅】秋田内陸縦貫鉄道「阿仁合駅」
（距離 200ｍ／徒歩３分）

４月１日
から

４月１日
から



ショーンの「私が見た北秋田」／きらっとヒカル北秋田の企業
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ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes

★

　エレクトロニクス産業に重要な役割を担うトラ

ンス（変圧器）の製造を行っています。弊社のトラ

ンスは通信・民生機器からロボット・環境エネル

ギーに至る産業機器の分野まで幅広く使用されて

おり、独自の技術力を高めると共に品質および生

産性の向上を図り常に新たな挑戦を続けています。

エヌ・エム・ディー電子株式会社 秋田工場

【会社概要】
◆所 在 地　七日市字中岱21
◆主な事業　トランスの製造・販売
◆従業員数　34人
◆電話番号　0186‐66‐2004

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.23

　東京にある本社のほか海外製造拠点として中国

の３都市とミャンマーに自社工場があり、グロー

バルな発想の経営に加え「良い仕組み」による「良

い流れ」を作り続けることが、展望ある発展に繋が

るものと考え日々新たな価値を創造していきます。

製造の様子

　入社２年目。品質管理部

門で、製品の品質管理や化

学物質の管理などの業務に

携わっています。まだまだ

知識不足で、職場の皆様に

フォローしていただいてお

りますが、日々一生懸命頑

張っています。

完成した製品

ＮＯ.３２ＮＯ.３２

　今さらではありますが、お正月の過ごし方に

ついて書きたいと思います。父がわざわざ、ア

メリカから遊びにやってきました。おかげ様で、

お正月はのんびりと過ごすことができました。

北秋田の雪の量にびっくりしながら、確かに家

に閉じこもっていることが多かったです！

　しかし、日本・北秋田だからこそできること

をいっぱい経験してもらおうと思い、きりたん

ぽ鍋やいぶりがっこを食べたり、紅白歌合戦の

鑑賞をしたり、鷹巣神社へ初詣に出かけたりし

ました。森吉山の樹氷観賞にも連れて行きた

かったのですが、私も父もカゼをひいてしまっ

たので、結局やめました（唯一の心残りです！）。

　今回の写

真は、大館

能代空港発

の帰りの便

に乗ってい

る父と私の

自撮りです。

　ちなみに今回のタイトルは「平成最後の」ブー

ムに便乗するつもりでした。西暦しか扱ってい

ないアメリカ出身の私は元号という感覚が鈍い

かもしれませんが「ぎりぎり昭和」生まれの私

は改元ということがとても新鮮で、進み方を興

味深く見守っています。

「平成最後のお正月」

藤嶋 裕介さん（26）

若手社員
の声

若手社員
の声

　
大
相
撲
１
月
場
所
で
現
役
引
退
を
表
明

し
た
北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
押
尾
川

親
方
（
本
名
＝
成
田
旭
）
が
、
２
月
７
日

に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
現
役
引

退
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
本
市
出
身
の
元
関
脇
豪
風
は
、
金
足
農

業
高
校
か
ら
中
央
大
学
に
進
み
、
４
年
次

に
は
学
生
横
綱
に
輝
き
ま
し
た
。
平
成
14

年
に
尾
車
部
屋
に
入
門
し
、
同
年
５
月
場

所
に
「
成
田
」
の
し
こ
名
で
幕
下
15
枚
目

格
付
け
出
し
で
デ
ビ
ュ
ー
。
突
き
押
し
を

武
器
に
史
上
最
速
タ
イ
の
初
土
俵
か
ら
２

場
所
で
新
十
両
に
昇
進
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
３
月
場
所
に
新
入
幕
し
、
20

年
に
は
新
小
結
に
昇
進
。
26
年
７
月
場
所

で
は
横
綱
日
馬
富
士
を
破
り
初
金
星
を
獲

得
。
35
歳
１
か
月
で
の
初
金
星
は
昭
和
以

降
の
新
入
幕
力
士
で
は
最
年
長
記
録
と
な

り
、
続
く
９
月
場
所
で
は
戦
後
最
年
長
35

歳
２
か
月
で
新
関
脇
に
昇
進
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
も
、
た
ゆ
ま
ぬ
鍛
錬
を

続
け
、
幕
内
在
位
86
場
所
は
歴
代
10
位
、

幕
内
出
場
１
２
５
７
回
は
歴
代
８
位
で
、

と
も
に
学
生
相
撲
出
身
で
は
歴
代
１
位
と

輝
か
し
い
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
引
退
後
は
、年
寄「
押
尾
川
」を
襲
名
し
、

尾
車
部
屋
の
部
屋
付
き
親
方
と
し
て
後
進

の
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の

　
温
か
い
声
援
に
感
謝

　
こ
の
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た
押
尾
川
親

方
は
、
玄
関
で
出
迎
え
た
津
谷
市
長
か
ら

花
束
を
受
け
取
り
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
押
尾
川
親
方
が
「
無
事
に
現

役
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
豪
風
と
し

て
は
終
わ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
年
寄
押

尾
川
と
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
大
相
撲
の

現
役
引
退
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
た
津
谷
市
長
は
「
こ
れ
ま

で
の
功
績
を
た
た
え
、
市
民
栄
誉
章
を
差

し
上
げ
た
い
。
引
き
続
き
、
北
秋
田
市
ふ

る
さ
と
大
使
と
し
て
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
協

力
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
今
後
の
活
躍
に

期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と「
豪
風
旭
関
を
応
援
す
る
会
」

の
北
林
丈
正
会
長
と
黒
澤
芳
彦
副
会
長
を

交
え
て
懇
談
し
、
市
民
栄
誉
章
の
授
与
に

押
尾
川
親
方
は
「
び
っ
く
り
し
て
い
る
が
、

光
栄
で
う
れ
し
く
思
う
。
ふ
る
さ
と
大
使

と
し
て
も
市
民
の
期
待
に
応
え
た
い
」
と

今
後
の
活
動
に
意
欲
を
表
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ふ
る
さ
と
北
秋
田
か
ら
温
か

い
声
援
を
送
り
続
け
た
市
民
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
「
17
年
間
と
い
う
長
い
間
、
温
か

く
時
に
は
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
親
方
と
し
て
指
導
者

の
立
場
に
変
わ
り
ま
す
が
、
相
撲
道
に
精

進
す
る
と
い
う
方
向
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
今
後
と
も
末
永
く
お
付
き
合
い
を

お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
ま
し
た
。

押尾川親方押尾川親方
現役引退を報告現役引退を報告

北秋田市
ふるさと大使
北秋田市
ふるさと大使 （元関脇豪風）（元関脇豪風）

市民栄誉章の授与を伝え握手を交わす押尾川親方と津谷市長市民栄誉章の授与を伝え握手を交わす押尾川親方と津谷市長

故郷へ錦を飾った夏巡業北秋田場所故郷へ錦を飾った夏巡業北秋田場所

豪快な突き押しに市民から大きな歓声豪快な突き押しに市民から大きな歓声

平成 22年平成 22年

平成 22年平成 22年

平成 28年平成 28年

直筆の書で気持ちを表した夏巡業秋田場所直筆の書で気持ちを表した夏巡業秋田場所



秋田再生可能エネルギーファンド設立共同記者会見／市長ダイアリー

広報きたあきた　2019.　3.　19 8広報きたあきた　2019.　3.　1

国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
北
秋
田
市

国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
北
秋
田
市

　
秋
田
県
信
用
組
合
等
が
出
資
し
北
秋
田

市
が
支
援
す
る
、
秋
田
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
設
立
共
同
記
者
会
見
が
、

１
月
23
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
地
域
の

中
小
企
業
の
支
援
を
通
し
て
、
地
方
創
生

の
確
立
を
目
指
す
こ
と
を
確
か
め
合
い
ま

し
た
。

　
こ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
地
域
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
群
の
存
在
と
企

業
支
援
策
に
注
目
し
、
フ
ァ
ン
ド
の
主
た

る
機
能
で
あ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
と

経
営
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
企
業
の
基

盤
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
地
方
創
生
の

確
立
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
フ
ァ
ン
ド
の
総
額
は
２
億
１
０
０
０
万

円
。
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
者
で
あ
る
秋
田
県

信
用
組
合
な
ど
５
機
関
が
連
携
し
て
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
や
小
水
力
発
電
な
ど
の
事

業
を
手
掛
け
る
企
業
の
経
営
を
支
援
し
、

北
秋
田
市
は
行
政
施
策
に
よ
り
企
業
を
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
記
者
会
見
で
は
、
は
じ
め
に
秋
田
県
信

用
組
合
の
北
林
貞
男
理
事
長
が
「
米
代
川

流
域
に
は
、
た
く
さ
ん
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
関
連
企
業
が
あ
る
の
で
、
地
域

の
経
済
が
活
性
化
す
る
よ
う
支
援
を
し
て

い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
津
谷
市
長
が
「
本
市
は
、
森

林
資
源
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
り
う
る
資
源
を
多
く
抱
え
て

い
る
。
こ
の
資
源
を
有
効
活
用
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
が
発
展
す
る
こ
と

に
よ
り
、
仕
事
づ
く
り
や
地
産
地
消
を
推

進
し
な
が
ら
、
地
方
創
生
の
実
現
に
つ
な

が
る
よ
う
に
、
や
る
気
の
あ
る
中
小
零
細

事
業
者
を
応
援
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

フ
ァ
ン
ド
の
可
能
性
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
最
後
に
出
資
団
体
の
代
表
者
４
人
と
津

谷
市
長
が
握
手
を
交
わ
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
へ
の
支
援
に
よ
り
、
地

方
創
生
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
か
め

合
い
ま
し
た
。

秋
田
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ン
ド
設
立
共
同
記
者
会
見

地
域
の
中
小
企
業
を
連
携
支
援

◇
1
月
16
日
〜
2
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

１
月
16
日（
水
）

17
日（
木
）

21
日（
月
）

22
日（
火
）

23
日（
水
）

25
日（
金
）

26
日（
土
）

27
日（
日
）

29
日（
火
）

30
日（
水
）

２
月
５
日（
火
）

６
日（
水
）

７
日（
木
）

９
日（
土
）

10
日（
日
）

11
日（
月
）

12
日（
火
）

13
日（
水
）

14
日（
木
）

15
日（
金
） ▽

北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会（
本
庁
舎
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町

青
果
物
生
産
者
大
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
新
年
度
予
算 

市
長
査
定
〜
21
日（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
日
沿
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
ほ
か
要
望
活
動（
秋
田

市
）▽
秋
田
県
医
療
介
護
総
合
確
保
事
業
計
画
策
定
委
員
会（
秋
田
市
）

▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
意
見
交
換
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
フ
ァ
ン
ド
立
ち
上
げ
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
交
付
、退
任
者
へ
感
謝
状
伝
達（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
職
員
提
案
制
度
表
彰
式（
本
庁
舎
）

▽
国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
北
秋
田
市
・
交
流
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ

ン
タ
ー・市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
第
12
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
開
会
式（
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）

▽
北
秋
田
市
空
家
等
対
策
協
議
会（
第
二
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
い
の
ち

支
え
る
自
殺
対
策
庁
内
推
進
会
議（
本
庁
舎
）▽
あ
き
ぎ
ん
会 

新
年

会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同

盟
会 

要
望
活
動（
北
秋
田
地
域
振
興
局
ほ
か
）

▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合 

正
副
管
理
者
会
議
・
２
月
定
例
会

（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会 

理
事
監
事
会（
秋
田
市
）

▽
北
秋
田
市
ふ
る
さ
と
大
使 

押
尾
川
親
方《
元
豪
風
》引
退
報
告（
本
庁
舎
）

▽
第
25
回
も
ち
っ
こ
市 

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
大
太
鼓
の
館
）▽
鷹
巣

建
設
技
能
組
合
新
年
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
第
７
回
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
交
流
記
録
会 

開
会
式（
市
民
プ
ー
ル
）

▽
第
41
回
北
秋
田
市「
建
国
記
念
の
日
」を
祝
う
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
新
舟
見
町
自
治
会
第
６
回
雪
灯
り
で
あ
そ
ぼ
う（
旧
北
星
ボ
ウ
リ

ン
グ
場
駐
車
場
）

▽
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
議
会
全
員

協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）

▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合 

正
副
管
理
者
会
議
・

定
例
会（
森
吉
庁
舎
）

▽
秋
田
県
北
地
域
の
今
後
の
地
域
展
開
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
能
代
市
）

▲再生可能エネルギー事業者への支援により、
地方創生の推進を誓う

　
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
青
森
市
の
前
多
正
博

副
市
長
、
山
形
市
の
佐
藤
孝
弘
市
長
、
津

谷
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
の
代
表
者
、

海
外
の
旅
行
業
者
や
報
道
関
係
者
な
ど
約

１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
の
津
谷
市
長

が
「
サ
ミ
ッ
ト
を
通
し
て
、
樹
氷
と
い
う

世
界
的
に
貴
重
な
地
域
資
源
を
冬
季
観
光

の
柱
と
し
、
自
然
の
大
切
さ
等
に
も
理
解

を
深
め
な
が
ら
、
関
係
機
関
の
皆
様
と
と

も
に
国
内
の
み
な
ら
ず
、
外
国
人
観
光
客

の
さ
ら
な
る
誘
致
に
結
び
つ
け
た
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ
ル
営
業
企
画
部
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
開
発
担
当
部
長
の
阿
部

昌
孝
さ
ん
が
「
最
新
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
状

況
〜
訪
日
外
国
人
旅
行
客
の
趣
向
・
特
徴

〜
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
い
「
桜
や

紅
葉
の
時
期
だ
け
で
は
な
く
、
年
間
を
通

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
来
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
東
北
地
方
な
ら
で
は
の

個
性
と
樹
氷
を
活
か
し
た
広
域
連
携
を
す

べ
き
」
な
ど
と
今
後
の
方
向
性
を
示
し
ま

し
た
。

　
こ
の
あ
と
「
個
性
・
連
携
・
樹
氷
の
未

来
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
３
市
の
市
長
、
副
市
長
の

ほ
か
、
関
係
団
体
の
代
表
ら
８
人
が
参
加
。

当
市
か
ら
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
吉
山
の
片

岡
信
幸
理
事
長
と
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株

式
会
社
の
吉
田
裕
幸
代
表
取
締
役
社
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
３
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
氷

観
賞
地
の
特
徴
を
紹
介
。津
谷
市
長
は「
樹

氷
案
内
人
を
配
置
し
、
案
内
の
ほ
か
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
の
貸
し
出
し
や
樹
氷
教
室
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
山
頂
駅
舎
か

ら
樹
氷
平
が
近
く
、
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ

と
に
加
え
、
天
候
不
良
時
に
は
山
頂
駅
舎

に
隣
接
し
て
い
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

中
か
ら
気
軽
に
樹
氷
を
観
賞
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
秋
田
犬
と
の
ふ
れ

あ
い
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
と
て
も
好
評
」

な
ど
と
森
吉
山
に
お
け
る
樹
氷
観
賞
の
特

徴
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
関
係
団

体
か
ら
は
「
ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
と
い
う

言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
が
『
樹
氷
』
で
ブ

ラ
ン
ド
化
す
べ
き
」「
も
っ
と
３
市
で
樹

氷
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
し
て
い
く
べ

き
」「
樹
氷
と
い
う
資
源
が
持
続
す
る
よ
う
、

環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
う
べ

き
」
な
ど
と
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
、
次
年
度
開
催
地
で
あ

る
山
形
市
の
佐
藤
市
長
が
「
本
日
の
サ

ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
見

つ
か
っ
た
一
方
で
、
よ
り
良
い
方
向
性
も

見
え
て
き
た
。
来
年
は
、
蔵
王
で
皆
様
と

顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
よ
り
議
論
を
深
め

て
い
け
る
機
会
を
作
り
た
い
」
と
来
年
の

再
会
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

☆
国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト

　
日
本
を
代
表
す
る
三
大
樹
氷
形
成
地
の

青
森
市（
八
甲
田
連
峰
）、山
形
市（
蔵
王

山
）、北
秋
田
市（
森
吉
山
）が
、広
域
的
に

連
携
し
て
樹
氷
の
魅
力
を
国
内
外
へ
広
く

発
信
し
、東
北
地
方
の
良
さ
が
際
立
つ
観

光
地
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
３
市
が
持

ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　国際樹氷サミット北秋田市が、１月 26日に阿仁ふるさと文化センターで行われ、
北秋田市、山形市、青森市の市長、副市長らが参加し、連携を図りながら樹氷の魅
力を国内外に広く発信していくことを誓い合いました。

　国際樹氷サミット北秋田市が、１月 26日に阿仁ふるさと文化センターで行われ、
北秋田市、山形市、青森市の市長、副市長らが参加し、連携を図りながら樹氷の魅
力を国内外に広く発信していくことを誓い合いました。

①①

②②

③③

④④

①
意
見
を
述
べ
る
津
谷
市
長
／
②
講
演
を

行
っ
た
阿
部
さ
ん
／
③
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆

さ
ん
／
④
当
日
の
樹
氷
観
賞
ツ
ア
ー
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地域
行事

地域
行事

地域
行事

地域
行事

合格
祈願

消防
訓練

体験
事業

あで姿で商店街をお披露目行進
市内各神社で厄払い祈願

雪道運転や雪かきを体験
冬の暮らし体験ツアー

火災から地域の宝を守る
文化財防火デー火災想定訓練

粘り強く「点」を伸ばして
「点が伸びる合格祈願バター餅」贈呈式

昔ながらの遊びを満喫
遊び体験イベント「白い風と遊ぼう2019」

餅や北秋田の味を求めにぎわう
第25回もちっこ市

今年は「平年作」のお告げ
雪中稲刈り・作占い

　あそび体験活動ボランティア「この指と～まれ」
（豊村聡代表）の自主企画イベント「白い風と遊ぼう」
が、２月２日に市民ふれあいプラザで開かれ、子ど
もたちが昔ながらの遊びや雪像作りを楽しみました。
　この日は、昔話と紙芝居の披露やけん玉やこま、
輪投げなど昔の遊び体験、木工遊び、縄ない体験な
どが用意され、子どもたちはスタッフから遊び方や
作り方を教えてもらいながら楽しんでいました。
　また、米代児童公園では雪像作りが行われ、スプ
レーで色づけして鮮やかな作品を作製していました。

　第25回もちっこ市が、２月９日と10日に大太鼓の
館駐車場で開かれ、昔ながらの手作り餅や地元の特
産品などを買い求める大勢の人でにぎわいました。
　会場内で行われた、おしるこの無料サービスには
配布前から長蛇の列ができ、温かいあんこに甘くて
柔らかい餅をおいしそうに頬張っていました。また、
特設テント内には約20店が出店し、北あきたバター
餅、おやき、まめ餅などの手づくりの餅や地元の特
産品がズラリと並べられ、大勢の人がお目当ての商
品を探しながら買い物を楽しみました。

　恒例の厄払い行事が、２月１日に市内各地区の神
社で行われ、この一年の厄年を無事に乗り切ること
ができるよう、宮司からお祓いを受け、神前に玉串
を捧げ、今後の無事安泰を祈願しました。
　お祓いを済ませた女性たちは、中心商店街のにぎ
わい創出に一役買おうと、丸髷に黒留袖姿のままで
鷹巣駅前の目抜き通りをお披露目行進しました。
　あでやかな和装姿を見ようとたくさんの市民が
アーケードに詰めかけ温かい拍手を送ると、女性た
ちも笑顔で応えていました。

　小正月行事「雪中田植え」の稲刈りが、２月１日
に大太鼓の館前で行われ、ＪＡ秋田たかのす青年部
により今年の稲作の豊凶が占われました。
　この日は、大太鼓の館前に特設された雪田に、１
月15日の雪中田植えで植えられた稲をＪＡ秋田た
かのす青年部の岩谷政崇部長が、農業関係者などが
見守る中、稲の束を一束ごと慎重に刈り取っていき
ました。青年部ＯＢの畠山喜久雄さんにより見立て
が行われ、畠山さんは「春の種まきからしっかり管
理すればそれなりに収穫できるはず」と占いました。

　高校受験を間近に控えた１月18日に市内の中学３
年生226人に、日本バター餅協会（村井松悦会長）
から点が伸びる合格祈願バター餅が贈られました。
　合格祈願バター餅は、バター餅のように受験生一
人一人の点数が伸びるようにとの願いを込め、平成
24年から受験生に贈呈しています。
　このうち、鷹巣中学校（遠藤元博校長）で行われ
た贈呈式では、村井会長から生徒代表の藤嶋悠人さ
んにバター餅が手渡されました。藤嶋さんは「あり
がとうございます。頑張ります」と力強く述べました。

　平成31年文化財防火デーに伴う火災想定訓練が、
１月26日に鷹巣神社（田島秀彦宮司）で行われ、地
域住民や消防団員などが参加して地域の文化財を守
るための消防訓練に取り組みました。
　このうちバケツリレーによる初期消火訓練を行っ
た上横町町内会と宮前町町内会の会員は、水を汲む
人、水を送る人、火元に水をかける人など役割分担し、
本番さながらの訓練を展開しました。また、消防団
員や消防署員は、むだのない連携で消防訓練に取り
組み、有事に備えて行動や対処を確認し合いました。

　北秋田市への移住・定住を検討している方を対象
にした「冬の暮らし体験ツアー」が、２月９日から
11日に市内各所で行われ、首都圏からの参加者が雪
道運転や雪かきなどを体験しました。
　この事業は、雪や冬の暮らしの不安に対し、体験
を通じて少しでも和らげてもらい、移住・定住の動
機付けを図ることを目的に実施しています。
　県北自動車学校での雪道運転体験やだまこ鍋の郷
土料理作り、雪かき、スキー、樹氷観賞などを行い、
参加者は冬の北秋田を大いに体感しました。

ゆうと

まげ



広報きたあきた　2019.　3.　113 12広報きたあきた　2019.　3.　1

バルーンの不思議な世界を堪能バルーンの不思議な世界を堪能

　▲何を作っているか予想しながら完成を待つ児童

　
起
業
を
目
指
し
た
次
の
方
々
が
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ブ
ー
ス
を
開
店
し
ま
す
。

◆
結

－ｙ
ｕ
ｕ

－

　
誰
で
も
利
用
し
や
す
く
、
気
軽
に
写
真

撮
影
を
楽
し
め
る
よ
う
な
写
真
屋
さ
ん
を

目
指
し
て
、
ベ
ビ
ー
や
キ
ッ
ズ
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
フ
ォ
ト
、
家
族
写
真
の
写
真
撮
影
や

ア
ル
バ
ム
編
集
を
行
い
ま
す
。

代
表　
畠
山
な
つ
み
さ
ん

時
間　
平
日
９
時
〜
16
時

◆
Ｅ
ｎ

－
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ（
エ
ン
リ
ン
ク
）

　
成
人
向
け
英
語
教
室
と
翻
訳
業
務
を
行

い
ま
す
。
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
方
、
脳
ト
レ
と
し
て
外
国
語
を

学
び
た
い
方
、
北
秋
田
市
の
こ
と
を
英
語

で
世
界
に
発
信
し
た
い
方
な
ど
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

代
表　
髙
橋
美
由
紀
さ
ん

時
間　
火
曜
日
〜
土
曜
日 

９
時
〜
17
時

　

２
０
１
９
年
度
に
各
施
設
を
使
用
予
定

の
団
体
で
「
使
用
料
減
免
登
録
証
（
カ
ー

ド
）」
の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
利

用
す
る
施
設
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
今

年
度
、
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
団
体
で

あ
っ
て
も
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
子
ど
も
向
け
体
験
学
習
会

　
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に

教
室
と
は
違
っ
た
学
び
を
提
供
し
ま
す
。

日
時　
３
月
16
日（
土
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
だ
る
ま
を
題
材
に
、
自
分
も
し
く

は
誰
か
の
願
い
を
考
え
、
絵
付
け
を
し
て

い
き
ま
す
。
完
成
ま
で
の
工
程
の
中
で
、

非
認
知
能
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

講
師　
カ
ン
コ
ー
教
育
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

研
究
協
議
会

参
加
費　
５
０
０
円
（
材
料
代
等
）

◆
講
演
会
「
子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
」

　
地
域
と
学
校
、
家
庭
、
社
会
が
一
つ
に

な
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

の
た
め
に
、
今
何
が
で
き
る
か
考
え
ま
す
。

日
時　
３
月
17
日（
日
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
場　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師　
岡
山
大
学 

准
教
授 

中
山
芳
一
氏

◆
今
後
の
日
本
農
業
と
藤
岡
農
産
グ
ル
ー

プ
の
経
営
戦
略

日
時　
３
月
20
日（
水
） 

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
藤
岡
茂
憲
さ
ん　
※
申
込
不
要

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
未
来

を
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
る

（
紡
ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
万
灯
火
は
、
２
５
０
年
く
ら
い
前
か

ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
盆
の
「
合
川
ま
と
火
」（
今
年
度
で

47
回
目
）
と
、
彼
岸
の
中
日
（
今
年
は

３
月
21
日
）
に
行
わ
れ
る
「
万
灯
火
」

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
彼
岸
の
万
灯
火

は
根
田
か
ら
杉
山
田
ま
で
の
集
落
で
、

昔
は
旧
下
小
阿
仁
村
だ
っ
た
地
域
で
す
。

亡
く
な
っ
た
人
が
家
に
帰
っ
て
来
や
す

い
よ
う
に
、道
し
る
べ
と
し
て
、各
家
々

で
火
を
焚
い
て
照
ら
し
た
こ
と
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
灯
油

で
火
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
昔
は
マ
ツ

ヤ
ニ
を
使
い
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
地
域
で
は
欠
か
せ
な
い
年
中
行
事

の
た
め
、
集
落
全
員
が
協
力
し
て
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

◇
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

　
震
災
後
の
平
成
25
年
に
岩
手
県
山
田

町
へ
行
っ
て
万
灯
火
を
披
露
し
ま
し
た
。

道
具
を
持
参
し
て
大
変
で
し
た
が
、
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か

　
旧
合
川
町
は
東
京
都
国
立
市
と
の
つ

な
が
り
が
あ
り
、
実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
多
摩
川
の
河
川
敷
で
ま
と
火
を
披

露
し
ま
し
た
。当
時
の
国
立
市
長
が「
花

火
は
動
、ま
と
火
は
静
」と
お
っ
し
ゃ
っ

た
の
が
、
と
て
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

◇
観
た
こ
と
の
な
い
方
に
Ｐ
Ｒ
を

　
彼
岸
の
万
灯
火
が
３
月
21
日
行
わ
れ

ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
根
田
集
落
で

は
午
後
６
時
半
頃
に
点
火
し
ま
す
が
、

集
落
ご
と
に
時
間
は
異
な
り
ま
す
。

　
万
灯
火
は
真
っ
暗
の
中
に
火
が
灯
り
、

と
て
も
幻
想
的
で
す
。
集
落
ご
と
の
違

い
を
見
つ
け
る
の
も
楽
し
み
で
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
北
秋
田
市
合
川
ま
と
火
保
存
会

　
会
長　
金
田
健
悦
さ
ん（
根
田
）

国立市でまと火を指導する
金田会長

⑩

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
各
公
民
館

使
用
料
減
免
登
録
申
請
に
つ
い
て

　

 

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
各
公
民
館

申
問

　米内沢いきいきタイム「バルーンパフォーマー・
おぉちゃんがやってくる！」が、１月23日に米内沢
小学校で行われ、児童40人が参加しました。
　放課後子ども教室は、地域ボランティアの協力を
受け、体験活動などを通じて子どもたちの豊かな人
間形成を目指して開催されています。
　この日は、北秋田市をはじめ、県内各地で活躍し
ているバルーンパフォーマーの大川龍也さんが、様
々なバルーンパフォーマンスを披露しました。
　次々と作りだされるバルーンアートに、参加した

児童からは歓声があがり、バルーンの不思議な世界
に引き込まれていました。～放課後子ども教室「米内沢いきいきタイム」～

　合唱団とそのＯＢを中心に構成されるＭ・Ｍ・Ｃ、は
まべのうたキッズの１年間の活動の成果を披露します。
今回は森吉中学校吹奏楽部が賛助出演します。
【日時】　３月16日（土）15時開演
【会場】　浜辺の歌音楽館 ２階ホール
【出演】　浜辺の歌音楽館少年少女合唱団／Ｍ・Ｍ・Ｃ
／はまべのうたキッズ／森吉中学校吹奏楽部
【入場料】　無料（入館料なし）
【お問い合わせ】　浜辺の歌音楽館　☎72‐3014

【日時】　３月９日（土）13時30分開演
【会場】　浜辺の歌音楽館 ２階ホール
【出演】　竹中　真（ピアニスト）
【料金】　一般・大学生 1,000円
　　　　高校生以下　  500円
【プレイガイド】　浜辺の歌音楽館／
　文化会館／市民ふれあいプラザ／
　合川公民館／阿仁公民館／森吉公民館
【お問い合わせ】　浜辺の歌音楽館　☎72‐3014

浜辺の歌音楽館浜辺の歌音楽館 ♪♬ ♬♪♬ ♬
第97回定期演奏会
「竹中 真 ジャズ ピアノ ライブⅡ」
第97回定期演奏会
「竹中 真 ジャズ ピアノ ライブⅡ」

浜辺の歌音楽館少年少女合唱団
スプリングコンサート
浜辺の歌音楽館少年少女合唱団
スプリングコンサート

縄文１万数千年を追う、夢と情熱のドキュメンタリーです。
【日時】　３月24日（日） 14時～（開場13時30分）
【会場】　北秋田市文化会館
【料金】　自由席　（前売）　一般 500円　高校生以下 無料
　　　　　　　　（当日）　一般 700円　高校生以下 無料
【プレイカイド】　文化会館／伊勢堂岱縄文館／市民ふれあいプラザ／
　　　　　　　　合川公民館／森吉公民館／阿仁公民館　
【お問い合わせ】　文化会館　☎62‐3311

縄文１万数千年を追う、夢と情熱のドキュメンタリーです。
【日時】　３月24日（日） 14時～（開場13時30分）
【会場】　北秋田市文化会館
【料金】　自由席　（前売）　一般 500円　高校生以下 無料
　　　　　　　　（当日）　一般 700円　高校生以下 無料
【プレイカイド】　文化会館／伊勢堂岱縄文館／市民ふれあいプラザ／
　　　　　　　　合川公民館／森吉公民館／阿仁公民館　
【お問い合わせ】　文化会館　☎62‐3311

「縄文にハマる人々」「縄文にハマる人々」北秋田市文化会館自主事業　映画上映北秋田市文化会館自主事業　映画上映

【出演】
小林達雄
いとうせいこう
佐藤卓
猪風来
小山修三
小杉康
池上高志　ほか

【出演】
小林達雄
いとうせいこう
佐藤卓
猪風来
小山修三
小杉康
池上高志　ほか
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生
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に
新
店
舗

　

 

合
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申
問 第
１
６
２
回
ろ
ば
た
講
座
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４月１日より市役所の各庁舎が４月１日より市役所の各庁舎が

敷地内禁煙となります敷地内禁煙となります
　北秋田市では、来庁者及び職員を受動喫煙から守るための取り組みとして、
平成31年４月１日から本庁舎及び各庁舎（出張所含む）を敷地内禁煙とします。

　秋田県では、生活習慣病の発症及び重症化の予防等による健康寿命日本一への挑戦を施策に掲げ
ています。昨年度からオール秋田で取り組みを進めている「10年間で健康長寿日本一を目指す県民
運動」において、基本計画となる「健康秋田いきいきアクションプラン」の中で『受動喫煙ゼロ　そし
て禁煙』をスローガンに、禁煙を目標に掲げた取り組みの強化を図っています。

　北秋田市では「けんこう北秋田21計画」に喫煙についての計画を掲げ、受動喫煙防止、喫煙習慣の
ある人の割合の減少を目指し、母子手帳交付時から乳幼児健診、各健康相談でたばこの害について
周知を図っています。

　秋田県では、生活習慣病の発症及び重症化の予防等による健康寿命日本一への挑戦を施策に掲げ
ています。昨年度からオール秋田で取り組みを進めている「10年間で健康長寿日本一を目指す県民
運動」において、基本計画となる「健康秋田いきいきアクションプラン」の中で『受動喫煙ゼロ　そし
て禁煙』をスローガンに、禁煙を目標に掲げた取り組みの強化を図っています。

　北秋田市では「けんこう北秋田21計画」に喫煙についての計画を掲げ、受動喫煙防止、喫煙習慣の
ある人の割合の減少を目指し、母子手帳交付時から乳幼児健診、各健康相談でたばこの害について
周知を図っています。

自分の健康は自分で守る、健康寿命日本一を目指しましょう！

市内で禁煙治療できる医療機関
○児玉内科クリニック ☎0186‐69‐7311
 事前予約不要（祝休）
○北秋田市立米内沢診療所 ☎0186‐72‐4501
 事前予約必要（原則午前の受診 祝休）
○たむら内科クリニック ☎0186‐63‐2700
 事前予約不要（祝休）
○北秋田市民病院 ☎0186‐62‐7001
 事前予約不要（金曜日午前のみ心臓血管外科外来）

知っていますか？受動喫煙の害知っていますか？受動喫煙の害

　受動喫煙とは、他人が吸っているたばこの煙を吸わされていることを言いま
す。たばこの煙（主流煙）には、化学物質、有害物質、発がん物質が含まれ、たばこ
から立ち上がる煙（副流煙）には多くの発がん物質が含まれています。普段たば
こを吸わない人は、たばこの煙に対する感受性が高く、他人の煙を吸うと、少し
の量でも大きな健康被害を受けるという報告があります。

【対象施設】
本庁舎／第二庁舎／宮前町庁舎

合川庁舎／森吉庁舎／阿仁庁舎／前田出張所／大阿仁出張所

【対象施設】
本庁舎／第二庁舎／宮前町庁舎

合川庁舎／森吉庁舎／阿仁庁舎／前田出張所／大阿仁出張所

北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

vol.11

吉田嵩之隊員

　
今
年
度
も
終
わ
り
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
新
年
度
へ
の
期
待
と
不
安

を
抱
い
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
月
の
環
境
コ
ラ
ム
の

テ
ー
マ
は
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
」
で

す
。
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て

お
り
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・

液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
）、
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
、洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
の「
家

電
４
品
目
」
か
ら
、
有
用
な
部
品
や

材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
廃
棄
物
の
減

量
を
す
る
と
と
も
に
、
資
源
の
有
効

利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
家
電
４

品
目
は
ご
み
集
積
所
に
出
し
た
り
、

ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で

処
分
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
処
分
す
る
方
法
と
し
て
、 

①
新
し

い
製
品
に
買
い
替
え
る
場
合
は
、
買

い
替
え
る
お
店
へ
引
き
取
り
を
依
頼

す
る
。 

②
買
い
替
え
で
は
な
く
処
分

の
み
の
場
合
は
、
処
分
す
る
製
品
を

購
入
し
た
お
店
に
引
き
取
り
を
依
頼

す
る
。 

③
購
入
し
た
お
店
が
不
明
な

環　境
コラム
環　境
コラム
第24回

リ
サ
イ
ク
ル
の
始
ま
り
は

　
　
　
　
　
正
し
い
処
分
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
の
始
ま
り
は

　
　
　
　
　
正
し
い
処
分
か
ら

場
合
は
、
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
券

を
購
入
し
、
指
定
引
取
場
所
へ
各
自

で
持
っ
て
行
く
、
も
し
く
は
市
の
一

般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
等
許
可
業
者

へ
運
搬
を
依
頼
す
る
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
料
金
に
つ
い
て
は
、

お
店
や
郵
便
局
、
業
者
へ
事
前
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
処
分
方
法
な
の

か
と
い
う
と
、
確
実
に
適
正
な
処
分

を
す
る
た
め
で
す
。
世
の
中
に
は
廃

棄
物
の
収
集
や
運
搬
を
「
無
許
可
」

で
行
う
業
者
が
存
在
し
ま
す
。
無
許

可
の
業
者
へ
引
き
渡
し
た
場
合
、
法

を
守
っ
た
適
正
な
処
分
の
確
認
が
で

き
ず
、
不
法
投
棄
や
不
適
正
処
理
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
過
去
に

は
火
災
な
ど
が
起
こ
っ
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。
環
境
保
全
の
た
め
、
日
頃

か
ら
適
正
な
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
を
意

識
し
ま
し
ょ
う
。

▲整地後の畑地

「
恩
返
し
の
２
０
１
９
年
」

　
北
秋
田
市
に
来
て
か
ら
約
１
年
。

こ
の
１
年
で
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、

毎
日
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

今
僕
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
初
の
コ
ラ
ム
に
書
い
た
と
お
り
、

僕
は
小
学
生
の
こ
ろ
に
旧
合
川
町
で

行
わ
れ
て
い
た
ま
と
び
学
園
の
園
生

で
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
い
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
は
、
昨
年
か
ら
地
域
の
方
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
旧
ま
と

び
学
園
の
畑
地
の
開
墾
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
目
的
は
、
当
時
の
僕
が
な

ぜ
旧
合
川
町
を
好
い
た
の
か
を
考
え

た
と
き
に
、
目
の
前
に
広
が
る
景
色

は
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
春

に
な
れ
ば
山
菜
が
芽
生
え
、
木
々
の

葉
が
揺
れ
動
く
音
は
、
当
時
の
僕
に

と
っ
て
感
動
以
外
に
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
も
、
当
時
の
僕
の
よ
う
に
「
本

当
に
い
い
と
こ
ろ
だ
な
」
と
感
じ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
草
刈
り
と
整
地
を
終
了
し
、

冬
を
越
し
て
か
ら
開
墾
を
再
開
し
ま

す
。
整
地
し
た
写
真
の
場
所
に
は
、

菜
の
花
を
一
面
に
植
え
る
予
定
で
す
。

地
域
の
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
の
活
動
で
、
１
人
で
恩
返
し

が
で
き
な
い
こ
と
に
未
熟
さ
を
感
じ

る
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

が
僕
の
で
き
る
最
大
の
恩
返
し
で
す
。

か
い
こ
ん



広報きたあきた　2019.　3.　117 16広報きたあきた　2019.　3.　1

　
第
12
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
、

１
月
27
日
に
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で

行
わ
れ
、
距
離
と
大
回
転
の
２
競
技
に

市
内
全
域
の
保
育
園
児
か
ら
大
人
ま
で

77
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
の
津
谷
市

長
や
来
賓
を
代
表
し
て
北
秋
田
市
議
会

の
佐
藤
重
光
副
議
長
と
北
秋
田
市
体
育

協
会
の
成
田
昭
夫
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
ほ
か
、
前
田
小
６
年
の
工
藤
心

さ
ん
が
「
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
自

己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
、
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
走
り
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　
大
回
転
競
技
は
、
種
目
に
よ
り
２
か

所
の
ス
タ
ー
ト
位
置
を
設
定
し
て
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
走
し
た
選
手
は
、

コ
ン
マ
一
秒
で
も
タ
イ
ム
を
縮
め
よ
う

と
果
敢
に
ポ
ー
ル
を
攻
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
最
低
気
温
は
氷
点
下
10
度
に

迫
る
気
温
と
な
っ
た
も
の
の
、
選
手
た

ち
は
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
自
己
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム

を
目
指
し
て
滑
走
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
距
離
競
技
は
、
種
目
に
よ
り

０
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ー
ス
脇
の
父
母
や
仲
間
た

ち
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
、
そ

の
声
援
を
受
け
て
選
手
た
ち
は
、
力
強

く
雪
を
け
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る

レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

《大回転競技》小学校２年女子《大回転競技》小学校２年女子《大回転競技》ベテラン４部《大回転競技》ベテラン４部

第12回 北秋田市民スキー大会

《距離競技》小学校６年女子《距離競技》小学校６年女子 《距離競技》青年男子《距離競技》青年男子《大回転競技》スノーボード男子《大回転競技》スノーボード男子

選手宣誓をする工藤さん選手宣誓をする工藤さん選手たちの頑張りをたたえた表彰式選手たちの頑張りをたたえた表彰式

小
学
校
２
年
男
子

１
位

小
学
校
３
年
男
子

１
位

小
学
校
４
年
男
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
５
年
男
子

１
位

小
学
校
１
年
以
下
女
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
２
年
女
子

１
位

２
位

小
学
校
３
年
女
子

１
位

小
学
校
４
年
女
子

１
位

小
学
校
５
年
女
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
６
年
女
子

１
位

２
位

３
位

一
般
男
子
・
成
年

１
位

一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン
１
部

１
位

２
位

３
位

一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン
３
部

１
位

一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン
４
部

１
位

２
位

一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン
５
部

１
位　
中
嶋　
市
郎

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

１
位　
戸
嶋　
末
吉

２
位　
津
谷　
　
誠　

岸
野　
大
雅

増
田　
渓
人

松
橋　
慶
人

髙
橋　
樹
生

宍
戸　
壮
亮

畠
山
知
香
人

佐
藤　
菜
月

大
友　
優
稀

髙
橋　
咲
陽

髙
坂　
利
枝

小
笠
原　
楓

柴
田　
愛
梨

髙
坂　
真
美

岩
谷　
香
帆

西
村　
愛
唯

小
笠
原
百
花

岩
谷　
百
花

野
崎　
寧
音

金
澤　
由
和

成
田　
啓
悦

三
沢　
諭
司

藤
嶋　
茂
樹

津
谷　
　
誠

鷹
巣
小

鷹
巣
小

阿
仁
合
小

鷹
巣
小

綴
子
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

綴
子
小

前
田
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

綴
子
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣

鷹
巣

鷹
巣
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　市職員の給与等の実態について、平成30年４月１日現在で行われた「地方公務員給与実態調査」
に基づき、その概要をお知らせします。
　なお、同調査結果は、３月中に市ホームページに掲載する予定です。
※市職員の給与は、人事院の給与勧告及び国や他の団体との均衡を考慮しながら市議会の審議を経
て条例で定めています。

 32,837

26,964,181

504,675

3,858,999

14.3

人　

千円

千円

千円

％　

　住民基本台帳人口

　歳　　出　　額　（Ａ）

　実　　質　　収　　支

　人　　件　　費　（Ｂ）

　人件費率（Ｂ／Ａ）　 29年度

※平均給与月額には、扶養手当、住居手当、通勤手当等を含みます。

※住民基本台帳人口は、平成30年１月１日現在です。
※実質収支は、形式収支（歳入－歳出）から翌年度に
　繰り越しすべき財源を控除した決算額です。
※人件費は、特別職に支給される給与、報酬等を含みます。

①人件費（平成29年度普通会計決算）①人件費（平成29年度普通会計決算） ②職員給与費（平成30年度一般会計当初予算）②職員給与費（平成30年度一般会計当初予算）

人418

千円1,548,517

職 員 数（Ａ）

給与費

給料

職員手当

期末・勤勉手当

計（Ｂ）

１人当たり給与費（Ｂ／Ａ）

  313,308 千円

  599,607 千円

千円2,461,432

  5,889 千円

※特別会計職員を除く一般職員
　（職員数は当初予算計上時の人数です。）

２平均給与額、初任給など平均給与額、初任給など
①職員の平均給与月額など(平成30年４月１日)①職員の平均給与月額など(平成30年４月１日)

③経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平成30年４月１日)③経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平成30年４月１日)

一般行政職

技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

円311,898 42歳６ヵ月

区　分

円362,027

円321,269 56歳８ヵ月円331,494

円

円

経験年数15～20年未満経験年数10～15年未満経験年数７～10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

区　　　　　分

230,745

197,270

258,286

222,361

300,331

264,989

円

円

円

円

人件費の状況人件費の状況

市職員の給与と職員数の状況市職員の給与と職員数の状況
　 総務課総務係 ☎62‐1111問

１

②初任給の状況(平成30年４月１日)②初任給の状況(平成30年４月１日)

区　分

大学卒

高校卒
一般行政職

　　　　　　　円179,643

　　　　　　　円147,283

給料月額

区　　　分 職　員　数 対前年
増減数部　　　門 Ｈ30Ｈ29

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

一

般

行

政

部

門

特別行政部門 （教育）
（消防）

普 通 会 計　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

会
計
部
門

公
営
企
業
等

合　　　　　　計

5
87
21
68
33
0
21
15
21
271
53
96
420
31
11
7
19
68
488

△ 1
1
0
0

△ 4
0
1
0
1

△ 2
1
0

△ 1
△ 1
1

△ 1
△ 1
△ 2
△ 3

4
88
21
68
29
0
22
15
22
269
54
96
419
30
12
6
18
66
485

※税務職・保健職・企業職・技能労務職・福祉職・
　教育職・医療職・消防職・再任用職員を除きます。

　区　 分

　６月期

　12月期

　合　 計

期 末 手 当

1.175 月分

1.325 月分

2.500 月分

勤 勉 手 当

0.800 月分

0.850 月分

1.650 月分

標準的な
職務内容 構成比職員数

合　　　　計

区 分

14.1

14.1

19.8

19.8

17.9

10.3

4.2

10 0.0

3 7

3 7

5 2

5 2

4 7

2 7

1 1

2 6 3

主　　事

主　　任

主　　査

副 主 幹

主　　幹

課　　長

部　　長

１ 級

２ 級

３ 級

４ 級

５ 級

６ 級

７ 級

人 ％

３職員手当職員手当

４特別職の給料など特別職の給料など

②扶養手当・住居手当・通勤手当②扶養手当・住居手当・通勤手当①期末手当・勤勉手当の支給割合(平成30年度)①期末手当・勤勉手当の支給割合(平成30年度)

①特別職の給料・報酬など①特別職の給料・報酬など

５職員数の状況職員数の状況
①一般行政職の級別職員数(平成30年４月１日)①一般行政職の級別職員数(平成30年４月１日) ②部門別職員数(各年４月１日)②部門別職員数(各年４月１日)

配偶者

子

特定扶養の加算額

父母等

借 家

交通機関利用

交通用具(自動車等)

扶養手当

区　分手当名 手当額

住居手当

通勤手当

6,500

10,000

5,000

6,500

27,000

55,000

31,600

円

円

円

円

円

円

円

最高

最高

最高

※短時間勤務の再任用職員を除きます。

区　分

市　長
副市長
教育長

議　長
副議長
議　員

847,000 円
624,000 円
552,000 円

356,000 円
320,000 円
302,000 円

給料・報酬(月額) 期 末 手 当

６月期 1.450月分
12月期 1.625月分
合　計 3.075月分
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北秋田
市

北秋田
市
介 護 予 防 教 室 の 紹 介介 護 予 防 教 室 の 紹 介

　北秋田市では、元気な高齢者の方が「より元気で自分らしく生活」できるよう介護予防
の取り組みを行っています。心身の過度の老化を防ぎ、自分でできることの範囲を広げて
いくことができる介護予防教室に、あなたもぜひ参加してみませんか。

※申し込み・問い合わせは、主催している各施設まで

　自分で決めた目標達成を目指して一緒に体操しま
しょう！
　◇まめまめ運動教室

《日時》　４～９月（上期）、10～３月（下期）
　　　　※各コース24回
　　　　火曜日13時30分～15時、金曜日10時30分～12時
《対象》　市内在住の65歳以上の方
《会場》　市民プール２階トレーニングルーム
《定員》　各コース20人　※定員になり次第締切
《申込締切》　３月15日（金）※下期は広報８月号にて募集
　◇あにまめ運動教室

《日時》　10～３月（全24回） 木曜日 13時30分～15時
《対象》　市内在住の65歳以上の方
《会場》　阿仁山村開発センター
《定員》　20人　※定員になり次第締切
《募集時期》　広報８月号にて募集

　 地域包括支援センター ☎69‐7061

　 北秋田市保健センター ☎62‐6666

　◇のびのび運動教室

　みんなで伸ばそう健康寿命！体操やレクリエー
ションを通じて、楽しく身体を動かしませんか？
《日時》　各会場で月１回　10時～11時30分
《対象》　市内在住の60歳以上の方
《会場》　北秋田市保健センター／森吉保健センター
　　　　阿仁保健センター／合川農村環境改善センター
　　　　前田公民館／大阿仁出張所
《定員》　各会場40人※定員になり次第締切
《申込締切》　３月15日（金）

　◇はつらつ栄養教室

　料理の基本から始める、男性の料理教室です。バ
ランスの良い食事を自分で作ってみませんか？
《日時》　各会場２か月に１回　10時～14時
《対象》　市内在住の65歳以上の男性
　　　　（独居、高齢者世帯の方優先）
《会場》　▽鷹巣の方　北秋田市保健センター
　　　　▽合川、森吉、阿仁の方　森吉保健センター
　　　　※合川、森吉、阿仁の方は送迎あり
《定員》　各会場15人
《申込締切》　３月22日（金）

　 合川保健センター ☎78‐4272

　◇パワーリハビリ教室

　老化を予防・改善し、元気はつらつに過ごすため
の専用トレーニングマシンを使ったリハビリテー
ションです。
《日時》　週１回の３か月間
　　　　９時30分～11時または13時30分～15時
《対象》　特定健診（市を除く）、後期高齢者健診を受
　　　　けた（これから受ける）60歳以上の方
《会場》　合川保健センター
《定員》　１教室あたり９人
《募集時期》　広報５・８・11・２月号
　　　　　　にて募集

　◇ゆうゆう講座

　様々な介護予防講座や折紙などの創作体験、男鹿
の絶景や角館の蔵座敷の視察を行います。健康づく
りや仲間づくりにぴったりの講座です！
《日時》　毎月１回金曜日　13時30分～15時
《対象》　市内在住のおおむね60歳以上の方
《会場》　げんきワールドほか／《定員》　90人程度
《申込締切》　３月20日（水）

　◇ゆうゆう講座（男子専科）

　介護予防講座やパークゴルフ、健康マージャンな
どを行います。受講すれば健康で粋な男になること
間違いなし！
《日時》　毎月第３火曜日　13時30分～15時
《対象》　市内在住のおおむね60歳以上の男性
《会場》　げんきワールドほか／《定員》　25人程度
《申込締切》　３月20日（水）

　 げんきワールド ☎60‐1335申問 申問

申問

申問

奨学金返還支援制度のお知らせ奨学金返還支援制度のお知らせ

北秋田市に住民登録し、新たに奨学金等の返還が
開始となる方
平成27年４月１日以降、北秋田市に住民登録（前
１年以上、本市以外の住民であったこと）し、奨
学金を返還している45歳未満の方

◇
助
成
要
件
◇

１）

本市に居住しながら就労し、次の助成要件を満たす方が対象です。
※公務員及び独立行政法人の正規雇用者を除く

◇助成率　※助成期間は５年間◇

▽指定する国家資格取得者が当該資格に基づく業
務に従事する場合…２分の１（年上限20万円）

▽上記以外で就労する場合
　…３分の１（年上限13万3000円）

対象　 主に県内に就職する新卒者　
（民間企業に就職／新たに起業／農林水産業等に従事など）
　※公務員及び独立行政法人の正雇用者等を除く

☆既卒者（主に県外からの転入者）も助成の対象に！
　　「Ａターン者」の例
　　※次の２つの要件を満たす方が対象になります。
　　平成28年４月１日以降、県外から転入し、県内就職
　　転入時点で、県外居住実績が１年以上

助成率　　《一般分》年返還額の３分の２
　　　　　　　　　（上限額13万3000円）
　　《未来創生分　》年返還額の10分の10
　　　　　　　　　（上限額20万円）

【募集要項の入手先】
移住・定住促進課、各地域振興局、北秋田市総合政策課

【募集要項の電子ファイル入手先】
　秋田県就活情報サイト「KocchAke（こっちゃけ）!」

ハロー！ みな来い！

１）
２）

※未来創生分…県内の就労者のほぼ全員が
『一般分』に該当し、さらに特定業種認定
企業に就職して一定の要件を満たす場合は、
未来創生分の対象になります。

【お問い合わせ先・申請書類の提出先】
　秋田県移住・定住促進課
　　　　☎０１８‐８６０‐３７５１

助成期間　２～３年間
　　　　　（奨学金の貸与期間による）

※

北秋田市
への

移住定住
を応援！

北秋田市
への

移住定住
を応援！

　市では人口減少対策の一環として、奨学金の返還額の一部を助成し、

将来を担う若者の「きたあきた暮らし」を応援しています。

①交付申請書の提出（添付書類あり） 《申請期間》 毎年度３月31日まで
②返還完了報告書の提出（添付書類あり）
③請求書の提出 《提出期限》 毎年度３月31日まで
④個人情報等異動報告書の提出《随時》 ※申請時点から個人情報、就労情報、返還方法等に異動
 　が生じる場合に提出していただきます。

◎北秋田市と秋田県どちらの要件も満たす方については、希望に応じた受給方法の選択が可能です。
併用型…県の助成金（最大３年間）と市の助成金（最大５年）を３年間同時に受給したあとに市の残り
　　　２年を受給

連動型…県の助成金（最大３年間）受給終了後に市の助成金（最大５年）を受給

※併用型を選択された場合は、助成対象となる返還額から県の助成金を除いた額に対し、２分の１また
　は３分の１を助成することになります。

秋田県の助成制度秋田県の助成制度

　 総合政策課 移住・定住支援室 ☎62‐8002申問

２）

秋田暮らし
応援します

手続きの流れ

北秋田市の助成制度北秋田市の助成制度
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Ｑ１：防災ラジオとはどのようなものか？

　Ａ１：災害からの避難行動を適切に行うためには、迅速な緊急情報の入手が必要です。
防災ラジオは、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による緊急地震速報、ミサ
イル攻撃などの国民保護情報、大雨洪水警報や避難勧告などの緊急情報のほか、
平常時には、市からのお知らせを市民の皆様に直接伝えるためのラジオです。

　Ａ１：災害からの避難行動を適切に行うためには、迅速な緊急情報の入手が必要です。
防災ラジオは、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による緊急地震速報、ミサ
イル攻撃などの国民保護情報、大雨洪水警報や避難勧告などの緊急情報のほか、
平常時には、市からのお知らせを市民の皆様に直接伝えるためのラジオです。

北秋田市防災ラジオに関するＱ＆Ａ
～寄せられた声にお答えします～ 総務課危機管理係

☎ 62-6602
総務課危機管理係
☎ 62-6602

Ｑ２：貸与の期間はいつまで？

　Ａ２：期限はありません。防災ラジオは市からの貸
与品となります。大切に取扱いください。

　Ａ２：期限はありません。防災ラジオは市からの貸
与品となります。大切に取扱いください。

Ｑ３：１日中電源を入れておかないといけないの？

　Ａ３：必ず単３形アルカリ乾電池３本を本体に入れ
て、ＡＣアダプタをコンセントに差し込んだ
状態で使用してください。電源がつながって
いれば、ラジオ電源がオフでも受信が可能で
す。

　Ａ３：必ず単３形アルカリ乾電池３本を本体に入れ
て、ＡＣアダプタをコンセントに差し込んだ
状態で使用してください。電源がつながって
いれば、ラジオ電源がオフでも受信が可能で
す。

Ｑ４：電池だけで何日使えるの？

　Ａ４：３日程度です。　Ａ４：３日程度です。

Ｑ５：電気代はいくらかかるの？

　Ａ５：１か月約30円程度です。　Ａ５：１か月約30円程度です。

Ｑ６：維持管理費は誰が負担するの？

　Ａ６：防災ラジオの維持管理（電気代や乾電池など）
に係る経費は、各自の負担となります。

　Ａ６：防災ラジオの維持管理（電気代や乾電池など）
に係る経費は、各自の負担となります。

Ｑ９：放送を聞き逃した場合は？

　Ａ９：聞き直しボタンを押すことで、最後に受信し
た放送を繰り返し聞くことができます。

　Ａ９：聞き直しボタンを押すことで、最後に受信し
た放送を繰り返し聞くことができます。

Ｑ７：防災ラジオは停電時に使えるの？

　Ａ７：防災ラジオに、乾電池（単３形アルカリ乾電
池３本）を入れることで停電時でも使用する
ことができます。

　Ａ７：防災ラジオに、乾電池（単３形アルカリ乾電
池３本）を入れることで停電時でも使用する
ことができます。

Ｑ８：電池が切れるときのサインはあるの？

　Ａ８：電池が消耗し切れそうになると電池ランプが
赤く点滅します。その際は、電池を交換して
ください。また、古くなった電池を使用した
場合には、液漏れが発生し基板故障の原因と
なるため、年１回の電池交換をお願いします。

　Ａ８：電池が消耗し切れそうになると電池ランプが
赤く点滅します。その際は、電池を交換して
ください。また、古くなった電池を使用した
場合には、液漏れが発生し基板故障の原因と
なるため、年１回の電池交換をお願いします。

Ｑ10：AM、FM放送を聴いていても受信は可能？

　Ａ10：割り込みで放送されます。　Ａ10：割り込みで放送されます。

Ｑ11：故障時は市で修理してもらえるの？

　Ａ11：故意に壊した場合を除き、市が修繕費用を
負担します。なお、防水仕様ではないため
屋内での使用に限ります。

　Ａ11：故意に壊した場合を除き、市が修繕費用を
負担します。なお、防水仕様ではないため
屋内での使用に限ります。

Ｑ12：受信環境の確認方法は？

　Ａ12：システム点検を兼ねて、毎日６時、12時、
17時、20時に時報が流れます。時報が鳴
らない場合は、総務課危機管理係までご連
絡ください。

　Ａ12：システム点検を兼ねて、毎日６時、12時、
17時、20時に時報が流れます。時報が鳴
らない場合は、総務課危機管理係までご連
絡ください。

Ｑ13：市内で転居した場合はどうなるの？

　Ａ13：市内で転居した場合は、変更届の手続きが
必要となります。また、防災ラジオの設定
変更が必要となるため、総務課危機管理係
までご連絡ください。

　Ａ13：市内で転居した場合は、変更届の手続きが
必要となります。また、防災ラジオの設定
変更が必要となるため、総務課危機管理係
までご連絡ください。

Ｑ14：事業所の廃止や死亡・転出等により世帯が
　　　なくなった場合は？

　Ａ14：防災ラジオを返却していただきます。総務
課危機管理係又は各総合窓口センターへ返
却時に返還届を提出してください。

　Ａ14：防災ラジオを返却していただきます。総務
課危機管理係又は各総合窓口センターへ返
却時に返還届を提出してください。

Ｑ15：申請内容に変更があった場合は？

　Ａ15：申請時の住所、申請者名に変更があった場
合は、変更届が必要となります。総務課危
機管理係又は各総合窓口センターで変更届
を提出してください。

　Ａ15：申請時の住所、申請者名に変更があった場
合は、変更届が必要となります。総務課危
機管理係又は各総合窓口センターで変更届
を提出してください。

Ｑ16：防災ラジオの使い方がわからない場合はどこに連絡すればいいの？

　Ａ16：市役所総務課危機管理係、防災ラジオコールセンター（365日24時間営業）へお問い合せください。
◆市役所総務課危機管理係 ☎62‐6602　◆防災ラジオコールセンター ☎0120‐388‐280

　Ａ16：市役所総務課危機管理係、防災ラジオコールセンター（365日24時間営業）へお問い合せください。
◆市役所総務課危機管理係 ☎62‐6602　◆防災ラジオコールセンター ☎0120‐388‐280

問問

防災ラジオ本体

学生として転出する場合は「マル学（学生用）保険証」の手続きを学生として転出する場合は「マル学（学生用）保険証」の手続きを

社会保険に加入したら国民健康保険の脱退手続きもお忘れなく！社会保険に加入したら国民健康保険の脱退手続きもお忘れなく！

退職して職場の
健康保険をやめた

職場の健康保険の
扶養から外れた

国保の加入者が、
就職して職場の健
康保険に加入した

国保へ
加入する
とき

国保を
脱退する
とき

職場の健康保険をやめた日付の書かれた証明書

扶養から外れた日付の書かれた証明書

国保と職場の健康保険証

（下記以外に印鑑とマイナンバーの分かる書類）
こんなとき 必要なもの

（必要書類）

▽在学証明書または学生証のコピー
▽国民健康保険被保険者証
▽マイナンバーの分かる書類等　▽印鑑

問

　国民健康保険は職場の健康保険などとは違い、加入するときや脱退するときに届け出が必要です。
次の場合は14日以内に届け出をしてください。

　北秋田市の国民健康保険に加入している方が、大学・高校
などに就学するために北秋田市外に転出する場合は、引き続
き国保の保険証を使用できますので手続きをお願いします。

　 市民課国保年金係 ☎62‐1118

 産前産後期間 産前産後期間 の国民年金保険料の免除制度についての国民年金保険料の免除制度について
新制度新制度

　平成31年４月から、国民年金第１号被保険者が出産を行った際に産前産後期間の保険料が免除される制

度が始まります。

◎出産日または出産予定日のわかる書類（母子健康手帳等）
◎申請書（窓口に備え付けています）

国民年金第１号被保険者で、出産日が平成31年２月１日以降の方

　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除され、その期間は保険
料を支払っていたものとみなして老齢基礎年金の受給額に反映されます。
　なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険
料が免除されます。
　※「出産」とは、妊娠85日（４か月）以上の出産をいいます（死産、流産、早産された方を含みます）。
　※制度の実施が平成31年４月1日からですので、平成31年４月分以降の国民年金保険料が対象です。
　※第３号被保険者（厚生年金共済組合に加入している方に扶養されている20歳以上60歳未満の配偶者）
　　は対象となりません。

どのような制度？どのような制度？

▽本庁舎市民課国保年金係
▽各総合窓口センター　▽各出張所

　出産予定日の６か月前から届け出ができますので、お近くの市役所窓口で速やかに手続きをし
てください。ただし、届け出ができるのは、平成31年４月１日からとなります。

　対象となる人

　申請書類 　申請場所

問　 市民課国保年金係 ☎62‐1118　鷹巣年金事務所 ☎62‐1490
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母
子
健
康
手
帳
交
付

日
に
ち　
３
月
４
日（
月
）、11
日（
月
）、

　
　
　
　
18
日（
月
）、25
日（
月
）

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
手
続
き
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す
。

持
ち
物　
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
通
知
書
、本
人
確
認
書
類

※
交
付
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、必
ず
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
測
定
日

　

定
期
的
な
体
組
成
測
定
で
健
康
な「
か

ら
だ
」作
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

日
に
ち　
３
月
25
日（
月
）

受
付
時
間　
９
時
〜
16
時

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
所
要
時
間
15
分
〜
30
分
）

内
容　
体
組
成
測
定
、測
定
値
の
説
明
等

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田 

虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？（
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
）

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
28
日（
木
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・北
秋
田
」

（
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

乳
幼
児
健
診・相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
／
バ
ス
タ
オ
ル
ほ
か

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　
３
月
27
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
30
年
11
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

日
に
ち　
３
月
27
日（
水
）

受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

対
象　
平
成
30
年
８
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　
３
月
27
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
30
年
５
月
生
ま
れ
の
子

▽
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

日
に
ち　
３
月
15
日（
金
）

受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

対
象　
平
成
30
年
１
〜
３
月
生
ま
れ
の
子

▽
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査（
鷹
巣
地
区
）

日
に
ち　
３
月
６
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
28
年
８
〜
10
月
生
ま
れ
の
子

▽
５
歳
児
健
康
相
談（
鷹
巣
地
区
）

日
に
ち　
３
月
26
日（
火
）

受
付
時
間　
13
時
〜
13
時
15
分

対
象　
平
成
26
年
１
〜
３
月
生
ま
れ
の
子

▽
３
歳
児
健
康
診
査

　
（
森
吉・
合
川
・阿
仁
地
区
）

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐

６
６
６
６

申
問

　
健
康

■文化会館　☎62‐3311

▼３/３（日）平成30年度北秋田市

読書感想文・感想画コンクール表

彰式＝開式９：30～

▼３/５（火）北海道歌旅座「昭和の

うたコンサート」＝開演14：00～

　　 1500円　　 2000円

▼３/９（土）平成30年度北秋田市

スポーツ賞表彰式・講演会＝開式

13：00～

▼３/10（日）浜辺の歌音楽館30周

年記念事業劇団わらび座ミュージ

カル「為三さん！」＝開演【１部】

11：00～【２部】14：00～　　1000円

（高校生以下500円）　　1500円（高

校生以下1000円）

▼３/24（日）映画「縄文にハマる

人々」＝開演14：00～　　500円（高

校生以下無料）　　700円（高校生

以下無料）

■スポーツ　☎62‐3800

▼３/２（土）北部卓球選手権大会

（中学校の部）＝鷹巣体育館

▼３/３（日）薬師山キッズアルペ

ンスキー大会＝薬師山スキー場

▼３/21（木）小林大二郎旗杯争奪

小中学校剣道大会＝合川体育館

▼３/23（土）野球少年向け投球障

害予防教室＝鷹巣体育館

▼３/24（日）北秋田市民プール水

泳記録会＝市民プール

３月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐1707
　６日、13日、17日、20日、
　21日、27日、31日
【開館時間】 ９時～19時
　※土日、振替休日は17時まで
■森吉図書館 ☎72‐3192
　６日、13日、17日、20日、
　21日、27日、31日
【開館時間】 ９時～17時

■
３
月
28
日（
木
）

北
秋
田
地
域
振
興
局

10
時
〜
12
時

北
秋
田
市
役
所
本
庁

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

献血日程献血日程（（

前売 当日

前売

当日

前売

当日

日
に
ち　
３
月
13
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
30
分
〜
12
時
45
分

対
象　
平
成
27
年
８
〜
11
月
生
ま
れ
の
子

▽
５
歳
児
健
康
相
談

　
（
森
吉
・合
川・阿
仁
地
区
）

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
に
ち　
３
月
19
日（
火
）

受
付
時
間　
13
時
〜
13
時
15
分

対
象　
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

生
ま
れ
の
子

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
３
月
７
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
３
月
15
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
え
が
お
」

場
所　
前
田
公
民
館

日
時　
３
月
18
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
３
月
25
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　
３
月
22
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
北
秋
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で

は
、食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
食
に
関
心
の
あ
る
70
歳
未
満
の
方

年
会
費　

１
２
０
０
円

募
集
期
間　
３
月
29
日（
金
）ま
で

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
月
１
日
か
ら
７
日
は

　
　
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

　
受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接
種
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
病
気
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
救
う
た
め
、

母
子
健
康
手
帳
を
確
認
の
う
え
、対
象
年

齢
内
で
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
健
康
ガ
イ
ド
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
麻
し
ん
風
し
ん
第
２
期（
年
長
児
）・
二

種
混
合（
小
学
６
年
生
）の
接
種
期
限
が
３

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。期
限
を

過
ぎ
る
と
接
種
料
金
が
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

心臓病の怖イイ話
～予防と治療と 119 番～
心臓病の怖イイ話
～予防と治療と 119 番～

北秋田市
医療講演会

北秋田市
医療講演会

日時日時 ３月16日（土）３月16日（土）

場所場所 市民ふれあいプラザ
コムコム 多目的ホール
市民ふれあいプラザ
コムコム 多目的ホール

14時～16時14時～16時

定員定員 300人程度300人程度

入場無料入場無料
※どなたでも参加できます。
　当日入場も可能ですが、席数の都合上、
　事前のお申し込みをお願いいたします。

※どなたでも参加できます。
　当日入場も可能ですが、席数の都合上、
　事前のお申し込みをお願いいたします。

　　 医療健康課地域医療対策室 ☎62‐6626申問

比立内道の駅発→荒瀬駅前→阿仁庁舎前
→四季美館→クウィンス森吉→浦田神社
→森吉庁舎前→森吉保健センター→合川庁舎前
→合川保健センター→市民ふれあいプラザ
※帰りは逆順となります。

比立内道の駅発→荒瀬駅前→阿仁庁舎前
→四季美館→クウィンス森吉→浦田神社
→森吉庁舎前→森吉保健センター→合川庁舎前
→合川保健センター→市民ふれあいプラザ
※帰りは逆順となります。

送迎バスを運行（要申込・先着順）

北秋田市民病院
循環器内科診療部長
佐藤　誠　先生

北秋田市民病院
循環器内科診療部長
佐藤　誠　先生

【講師略歴】
平成11年秋田大学医学部医学
科卒業。その後、りんくう総合
医療センター市立泉佐野病院心
臓センター、名古屋徳洲会総合
病院ハートセンターを経て、平
成27年中通総合病院救急診療
部長。平成30年より現職。
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も
し
も
の
備
え
に

「
防
災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」の
確
認
を

　
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
災
害
時
の
行
動

の
ポ
イ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ「
防
災
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
秋
田
県
版
」が
、昨
年
８
月
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱
か
ら
発
行
さ
れ

「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」と
一
緒
に
県
内
の
全
住

戸・全
事
業
所
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。公
衆

電
話
や
避
難
所
マ
ッ
プ
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、い

ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
　

 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

☎
０
１
２
０‐
５
０
６
３
０
９

精
神
保
健
相
談・

　
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

日
に
ち　
３
月
22
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時（
受
付
13
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
前
日
午
前
ま
で
要
予
約
。

　
　

 

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
１
１
６
５

北
秋
田
市
高
齢
者
福
祉
・
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
改
正

　
平
成
31
年
２
月
１
日
付
で「
北
秋
田
市

高
齢
者
福
祉
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。改
正
内
容

は
、施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
、認
知
症
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
平
成
30
年
３
月
31
日
付

で
１
ユ
ニ
ッ
ト（
定
員
９
人
）が
廃
止
と

な
っ
た
こ
と
、及
び
短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）の
定
員
を
20
人
分
増

員
と
す
る
こ
と
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
増
員
に

係
る
公
募
に
つ
い
て
は
４
月
１
日
以
降
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

 

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
62‐
１
１
１
２

63

申
問

お
知
ら
せ

ご
み
に
つ
い
て
学
び
木
の
ペ
ン
ダ

ン
ト
を
作
っ
て
み
よ
う
！

【
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
限
定
】

　

施
設
見
学
を
し
て
、ご
み
処
理
の
仕
組

み
を
学
び
、記
念
に
自
分
で
絵
を
描
く
木

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　
３
月
24
日（
日
） 

13
時
〜
16
時

場
所　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

※
申
し
込
み
不
要
。ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
は

先
着
60
人
ま
で
。参
加
さ
れ
る
方
は
15
時

頃
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

 

北
秋
田
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
内
荏
原
環
境
プ
ラ
ン
ト
㈱
北
秋

田
管
理
事
務
所 

☎
62‐
１
７
５
１

春
も
ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
冬
ご
も
り
か
ら
目
覚
め
た
ク
マ
は
食
べ

物
を
探
し
て
行
動
し
ま
す
。ク
マ
は
草
や

木
の
芽
を
好
ん
で
食
べ
る
こ
と
か
ら
、山

菜
採
り
に
出
か
け
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。特
に
雌
グ
マ
は
、冬
の
間
に
出
産

し
た
子
グ
マ
を
連
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、子
グ
マ
を
守
る
た
め
に
神
経
質
に

な
っ
て
い
る
た
め
、大
変
危
険
で
す
。複
数

人
で
行
動
し
、ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
ナ

タ
、棒（
傘
等
）を
携
帯
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

 
農
林
課
林
業
振
興
係 

☎
62‐５
５
１
７

　

 
北
秋
田
警
察
署 

☎
62‐
１
２
４
５

春
の
お
彼
岸
に
は
ぼ
た
も
ち
や
お
や
き
を
作
っ
て
お
供
え
し
、
万
灯
火
を
灯
し
て
ご
先
祖
様
の
供
養
を
し
ま
す
。

長
い
冬
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
春
は
す
ぐ
そ
こ
♪

北
秋
田
市
ド
ッ
ク
助
成

　

北
秋
田
市
ド
ッ
ク
に「
１
泊
ド
ッ
ク
」

「
脳
ド
ッ
ク
」が
新
し
く
加
わ
り
ま
す
。

申
込
開
始　

４
月
３
日（
水
） 

９
時
〜

申
込
方
法　
電
話
又
は
医
療
健
康
課
窓
口

で
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
広
報
４
月
号
と
一
緒
に
配
布

す
る「
２
０
１
９
年
度
健
康
ガ
イ
ド
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
で
身
に
つ
け
た
知
識
を
さ

ら
に
深
め
、認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の

支
援
に
つ
い
て
、よ
り
実
践
的
に
学
ぶ
た

め
の
講
座
で
す
。

内
容　
①
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る

　
　
　
②
認
知
症
の
方
へ
の
対
応

対
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
方

日
に
ち　
３
月
11
日（
月
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
大
研
修
室

受
講
料　
無
料

定
員　
35
人（
先
着
順
）

講
師　
佐
藤　
真
さ
ん（
合
同
会
社
ス
ィ
ー

ダ
代
表
社
員
）

申
込
締
切　
３
月
８
日（
金
）

　
　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
69‐
７
０
６
１

～認知症を学ぶ～まちかどカフェ
　認知症で悩んでいる方、介護されてい
る方、支えている地域の人との出会いの
場に、お気軽にお立ち寄りください。

日　時 開催場所
森吉コミュニティセンター

3月14日（木） 10時～12時
3月12日（火） 10時～12時

阿仁山村開発センター
3月19日（火） 10時～12時 合川庁舎
3月20日（水） 10時～15時 げんきワールド
問　 地域包括支援センター ☎69‐7061　 秋田犬ツーリズム ☎070‐2020‐3085

　秋田犬ツーリズムでは秋田内陸縦貫鉄道と
ともに、１月25日～27日にアメリカニューヨー
クで行われた米国最大規模の旅行博「NEW YORK 
TIMES TRAVEL SHOW」に参加し、秋田犬、マタギ
文化、内陸線沿線の魅力をアピールしました。
　アメリカでの「秋田犬」の認知度は高く、ま
た、富裕層向けの個人旅行専門会社などはマタ
ギ文化・内陸線の旅に非常に高い興味を示して
いました。また、２月23日からは香港において
「秋田犬の里フェアin香港」を開催し、地域の魅
力を発信してきました。

問

秋田犬ツーリズム便り秋田犬ツーリズム便り

ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人ＤＭＯとは…地域観光資源に精通し、地域と協働で地域づくりを行う法人

ＤＭＯＤＭＯ
合川地区春彼岸の伝統行事

万 灯 火万 灯 火
ま と びま と び

３月21日（木）18時30分頃～　　19時30分頃

（問）合川公民館
 ☎78‐2114

※それぞれの場所で時間は異なります

★

★

★
★

★

★

★

★★

旧合川南小旧合川南小

県道
鷹巣川井堂川線 国

道
２
８
５
号

★

合川庁舎合川庁舎

〈案内図〉

申
問

Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金
募
集

　

県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協
力
・
国
際

理
解
な
ど
の
多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
活

動
を
行
う
民
間
の
団
体
を
対
象
に
、そ
の

事
業
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
期
間

【
１
期
】３
月
１
日（
金
）〜
３
月
31
日（
日
）

【
２
期
】７
月
１
日（
月
）〜
７
月
31
日（
水
）

助
成
金
額　
①
助
成
対
象
経
費
総
額
の
う

ち
上
限
８
万
円
／
②
企
画
提
案
型
助
成
金

（
上
限
24
万
円
、１
期
募
集
の
み
）

助
成
回
数　
同
一
年
度
に
つ
き
一
団
体
１

回
、同
一
団
体
に
よ
る
同
一
事
業
に
対
す

る
助
成
は
３
回
が
限
度
。

※
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、協
会
窓
口
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
　

 

秋
田
県
国
際
交
流
協
会

☎
０
１
８‐
８
９
３‐
５
４
９
９

２
０
１
９
年
度

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊（
青

年
海
外
協
力
隊・海
外
協
力
隊・シ
ニ
ア
海

外
協
力
隊
）を
募
集
し
ま
す
。

募
集
締
切　

４
月
３
日（
水
）

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
持
つ
、１
９
４

９
年
４
月
５
日
か
ら
１
９
９
９
年
９
月
２

日
生
ま
れ
の
方

募
集
分
野　
９
分
野
、約
１
２
０
職
種

派
遣
国　
約
70
か
国

派
遣
期
間　
原
則
２
年
間

応
募
方
法　

ウ
ェ
ブ
応
募（
ウ
ェ
ブ
で
応

募
で
き
な
い
方
に
は
応
募
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
　

 

国
際
協
力
機
構
東
北
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２‐
２
２
３‐
４
７
７
２

申
問問

申
問

申
問

問

申
問

ニュー ヨーク

タイムズ トラベル ショー
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　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

胡桃館団地・・・綴子字胡桃館２★
簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
林岱団地・・・八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,200円～18,200円
松ケ丘団地・・・川井字松石殿1‐254★
木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
田の沢団地・・・川井字五郎左ェ門田の沢5‐6★
木造２階６戸建２ＬＤＫ
月額18,600円～42,700円（共益費400円）
御嶽団地・・・本城字上悪戸31‐1★
木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額18,700円～43,000円
冷水岱団地・・・米内沢字冷水岱94‐1
木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額17,000円～39,100円
上新町団地・・・阿仁水無字上新町東裏17‐1★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額19,800円～45,600円
上岱団地・・・阿仁水無字上岱64‐2★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～24,600円

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,000円～23,700円
畑町団地・・・阿仁水無字畑町東裏147（共益費200円）

▽木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,600円～54,400円★

▽木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額18,900円～43,500円

▽木造平屋４戸建３ＬＤＫ 月額26,800円～61,600円★
三両団地・・・阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額11,100円～22,200円
比立内団地・・・阿仁比立内字狐台13‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額10,000円～20,400円
サンコーポラスなかたい住宅・・・鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,600円
（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）
陣場岱第２団地・・・阿仁前田字陣場岱22‐4 
木造平屋２戸建１ＬＤＫ 月額10,700円～24,600円
上杉団地・・・上杉字上屋布岱61‐47★
木造平屋１戸建４ＬＤＫ 月額47,000円～80,000円
※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　３月１日（金）～７日（木）
　　　　　　第２回　３月18日（月）～ 25日（月）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③
　
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

市営住宅入居者募集市営住宅入居者募集 お
知
ら
せ

水
道
使
用
開
始・中
止
の

　
　
申
し
込
み
は
お
早
め
に

　

例
年
、春
に
な
る
と
引
っ
越
し
に
伴
う

水
道
使
用
開
始
・
中
止
の
申
し
込
み
が
集

中
し
ま
す
。使
用
開
始
・中
止
の
申
し
込
み

は
前
日
ま
で（
土
日
の
使
用
は
金
曜
日
ま

で
）に
お
願
い
し
ま
す
。窓
口
や
電
話
の
ほ

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。な
お
、中
止
の
際
は
、水
道
管
凍

結
防
止
の
た
め
、氷
止
め
を
閉
め
て
く
だ

さ
い
。

《
お
知
ら
せ
》

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
鷹
巣
地
区
簡
易
水

道
と
阿
仁
地
区
簡
易
水
道
は「
北
秋
田
市

水
道
事
業
会
計
」へ
移
行
し
ま
す
。こ
れ
に

伴
う
料
金
の
変
更
や
お
客
様
の
手
続
き
は

一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
ど
お

り
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、こ
れ
ま
で
緑
色
や
赤
色
が
入
っ

た
用
紙
で「
納
入
通
知
書
」や「
料
金
の
お

知
ら
せ
」を
郵
送
で
受
け
取
っ
て
い
る
お

客
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、４
月
か
ら
は
白

色
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
の
程
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

 

上
下
水
道
課
業
務
係 

☎
72
‐
３
１
１
３

問

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.04
0.05
0.04
0.05
0.03
0.03
0.03

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（２月７日測定）空間線量調査（２月７日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62‐1110

自
動
車
の
登
録
手
続
き

年
度
末
を
待
た
ず
に
お
早
め
に
！

　
年
度
末
、運
輸
支
局
の
自
動
車
検
査
・登

録
窓
口
は
、大
変
混
み
合
い
ま
す
。特
に
３

月
中
旬
以
降
は
、自
動
車
税
課
税
基
準
日

（
４
月
１
日
）前
に
名
義
変
更
や
抹
消
登
録

手
続
き
を
行
う
方
々
に
よ
る
駆
け
込
み
申

請
及
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ
り
大
変
混

雑
し
、申
請
者
の
皆
様
に
は
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
の
諸
手
続
き
を
ご
予
定
の
方
は
、

年
度
末
前
の
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
３
月

上
旬
頃
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

 

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
０‐
５
５
４
０‐
２
０
１
２

求
職
者
向
け
職
業
訓
練
生
の
募
集

訓
練
期
間　
５
月
８
日（
水
）〜
10
月
31
日

（
木
）（
６
か
月
）

時
間　
９
時
20
分
〜
15
時
40
分

会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟
上
市
）

訓
練
科（
定
員
）

▽
金
属
加
工
技
術
科（
10
人
）

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科（
15
人
）

募
集
締
切　
３
月
29
日（
金
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
る
方

　
　

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

☎
０
１
８‐
８
７
３‐
３
１
７
８

特
殊
詐
欺
の
新
手
口
に
注
意
！

　
全
国
銀
行
協
会
を
騙
っ
て
封
書
を
送
り

つ
け
、元
号
改
正
に
よ
る
銀
行
法
改
正
を

理
由
に「
個
人
情
報
の
変
更
、不
正
防
止
用

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
変
更
が
必
要
」と

偽
っ
て
、同
封
の
書
類
に
暗
証
番
号
な
ど

の
個
人
情
報
を
書
か
せ
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
と
一
緒
に
返
信
さ
せ
る
と
い
う
手

口
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。銀
行
協
会
が

暗
証
番
号
を
記
載
さ
せ
た
書
類
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
郵
送
さ
せ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
身
に
覚
え
の
な
い
封
書
や
メ
ー
ル
な
ど

が
届
い
て
不
安
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

北
秋
田
警
察
署 

☎
62‐
１
２
４
５

申
問

問

問

　　 教育委員会総務課 ☎62‐6616申問

平成31年度

市が行う無利子の奨学資金貸付制度

《対象》　学業成績が優秀で、経済的理由により就
学が困難な方（募集人数 若干名）

《貸付要件》　本年４月に大学、短大、高校、高等専
門学校に進学又は在学中の方（職能短大、職能大
学校、県立技術専門校含む）

《申込期間》　４月１日（月）～４月26日（金）※必着
《貸付額》　 ▽高校生、高等専門学校生第１～３年
次、県立技術専門校生（中卒コース）月額20,000
円 ／ ▽大学生、短期大学生、高等専門学校生第
４～５年次、職能短大生、職能大学校生、県立技
術専門校生（高卒コース）月額35,000円

《貸付期間》　在学する学校の正規の最短修業期間
《返済方法》　卒業後に６か月据え置きし、貸付期
間の２倍の期間内に月賦返済

《申請用紙の配布場所》
　教育委員会総務課／各総合窓口センター

北秋田市奨学生募集北秋田市奨学生募集

国
家
公
務
員
採
用
試
験

▽
総
合
職
試
験（
院
卒
者・大
卒
程
度
）

申
込
期
間　
３
月
29
日（
金
） 

９
時

〜
４
月
８
日（
月
）﹇
受
信
有
効
﹈

第
一
次
試
験　

４
月
28
日（
日
）

▽
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
）

申
込
期
間　

４
月
５
日（
金
） 

９
時

〜
４
月
17
日（
水
）﹇
受
信
有
効
﹈

第
一
次
試
験　
６
月
16
日（
日
）

▽
国
税
専
門
官（
大
卒
程
度
）

申
込
期
間　
３
月
29
日（
金
） 

９
時

〜
４
月
10
日（
水
）﹇
受
信
有
効
﹈

第
一
次
試
験　
６
月
９
日（
日
）

※
各
試
験
と
も
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

　
　

 
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

☎
０
２
２‐
２
２
１‐
２
０
２
２

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

採
用
予
定
者
数

　
▽
労
働
基
準
監
督
官
Ａ　
約
２
０
０
人

　
▽
労
働
基
準
監
督
官
Ｂ　
約
60
人

受
験
資
格　
①
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
②
平
成

10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で
、大

学
を
卒
業
し
た
方
及
び
２
０
２
０
年
３
月

ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
方（
人
事
院

が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方
を
含

む
）

申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

申
込
期
間　
３
月
29
日（
金
） 

９
時

〜
４
月
10
日（
水
）﹇
受
信
有
効
﹈

第
一
次
試
験　
６
月
９
日（
日
）

試
験
会
場　
秋
田
大
学
一
般
教
育
２
号
館

　
　

 

秋
田
労
働
局
総
務
課
人
事
係

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
６
６
８
１

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　
県
内
で
は
交
通
事
故
が
相
次
い
で
発
生

し
て
お
り
、北
秋
田
市
で
も
高
齢
者
が
犠

牲
と
な
る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、安
全
運

転・安
全
行
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

▽
明
る
い
色
の
服
装
で
反
射
材
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。

▽
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
必
ず
左
右
の

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ

う
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

▽
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
上
向
き
ラ
イ
ト

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
横
断
歩
道
で
待
機
し
て
い
る
歩
行
者
を

見
か
け
た
ら
、思
い
や
り
の
気
持
ち
を

持
っ
て
停
車
し
ま
し
ょ
う
。

▽
速
度
を
出
し
す
ぎ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

生
活
課
地
域
推
進
係 

☎
62‐
６
６
２
８

申
問

問

申
問

か
た
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北
秋
田
市
民
病
院 

休
診
日

▽
眼
科
＝
３
月
29
日（
金
）

　
 

北
秋
田
市
民
病
院 

☎
62‐
７
０
０
１

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
１
月
》

▽
慶
弔
費　

１
万
０
０
０
０
円
（
１
件
）

▽
会　
費　
８
万
０
５
６
６
円
（
17
件
）

▽
そ
の
他　

２
万
５
９
２
６
円
（
５
件
）

▽
合　
計　
11
万
６
４
９
２
円
（
23
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
た
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

入
札
結
果
の
公
表
《
１
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
農
地
災
害
復
旧
工
事（
船
木
中
島
地
区
）

／
４
３
９
万
５
６
０
０
円
／
㈲
中
嶋
施
設

工
業
▼
農
地
災
害
復
旧
工
事（
下
野
下
ノ
岱

地
区
）／
５
９
４
万
円
／
秋
林
工
業
㈱
▼
農

地
災
害
復
旧
工
事（
高
仮
戸
地
区
）／
４
９

５
万
７
２
０
０
円
／
㈲
千
葉
建
設
▼
農
業

用
施
設
災
害
復
旧
工
事（
柏
木
岱
家
ノ
前
地

区
）／
４
９
２
万
４
８
０
０
円
／
㈲
庄
栄
組

▼
農
業
災
害
復
旧
工
事（
４
工
区
）／
６
５

３
万
４
０
０
０
円
／
秋
林
工
業
㈱
▼
鷹
巣

東
小
学
校
特
別
支
援
教
室
他
改
修
工
事
／

５
８
３
万
２
０
０
０
円
／
㈱
米
沢
建
築
▼

河
川
災
害
復
旧
工
事（
準
用
河
川
湯
車
川
）

／
５
５
５
万
１
２
０
０
円
／
㈲
千
葉
建
設

▼
河
川
維
持
工
事（
準
用
河
川
増
沢
川
）／

５
９
７
万
２
４
０
０
円
／
㈲
合
川
水
道
施

設
工
業
所
▼
交
通
安
全
施
設
工
事（
１
級
市

道
李
岱
川
井
線
）／
３
１
７
万
５
２
０
０
円

／
㈱
秋
田
デ
イ
ッ
ク
ラ
イ
ト
大
館
営
業
所

　
 

財
政
課
財
政
係 

☎
62‐
６
６
０
７

出
張
く
ら
し
の
相
談
会

　
多
重
債
務
、生
活
再
建
、ロ
ー
ン
な
ど
、

日
常
の
く
ら
し
全
般
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
。お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
16
日（
土
） 
13
時
〜
16
時

時
間　
交
流
セ
ン
タ
ー　
第
２
研
修
室

※
相
談
無
料
。秘
密
厳
守
。事
前
予
約
不
要
。

　

 

秋
田
な
ま
は
げ
の
会

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
２
２
５
３

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(
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総人口　32,148人（68人減）【166人】
男　　15,058人（30人減）【 10人】
女　　17,090人（38人減）【156人】

　　出生 9人　　転入 36人
　　死亡 71人　　転出 42人
世帯数 14,088世帯（16世帯減）【161世帯】

人口と世帯数
※１月31日現在の住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民

問問

問

　対象となるのは応急の診察を要する方です。
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津 谷 内 科
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
まるや耳鼻科クリニック
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
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（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜
手話奉仕員養成講座
平成31年度

　　　　対象　はじめて手話を学ぶ方
期間　６月６日（木）～10月31日（木） 予定
　　　毎週木曜日　19時～ 21時
場所　市民ふれあいプラザ コムコム
費用　3,240 円（テキスト代）
申込締切　３月 29日（金）　／　定員　20人
　　 福祉課地域障がい福祉係 ☎62‐6637申問

（入門課程）

手話で日常会話ができるように

事前に電話で申し込みのあった場合に限り！事前に電話で申し込みのあった場合に限り！

《実施期間》　３月22日（金）～４月８日（月）

《延長時間》　19時まで　　　　　　※土日を除く
《場所》　市民課市民係／合川・森吉・阿仁の各窓口セ
ンター（前田・大阿仁出張所を除く）

《取扱業務》　転出・転入届／住民票や印鑑証明の発行
／戸籍等の届出・発行／税証明書の発行

※その他、国民健康保険、介護保険、児童手当等の手
続きが必要な方は事前申し込みの際に申し出ください。

市民窓口業務を時間延長します市民窓口業務を時間延長します

≪お申し込み及びお問い合わせ≫
　 ▽市民課市民係 ☎62‐1114
　 ▽合川総合窓口センター ☎78‐2100
　 ▽森吉総合窓口センター ☎72‐3115
　 ▽阿仁総合窓口センター ☎82‐2111

　転出・転入者が多くなる３月末から４月初めにかけ、
日中窓口に来られない方のため、当日15時までに電話
で申し込みのあった場合に限り、平日の窓口業務の時間
延長を行います。
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「為三さん！」「為三さん！」

平成 30 年度北秋田市文化会館自主事業

浜辺の歌音楽館 30 周年記念事業
平成 30 年度北秋田市文化会館自主事業

浜辺の歌音楽館 30 周年記念事業

３月10日（日）３月10日（日）日時日時

①11時～12時
　（開場10時30分）
①11時～12時
　（開場10時30分）

②14時～15時
　（開場13時30分）
②14時～15時
　（開場13時30分）

会場会場 北秋田市文化会館北秋田市文化会館

チ
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問

◆全席指定（１人６枚まで購入可）
◆前売：一般 1,000 円
　　　　高校生以下 500 円
　　　　（当日券は各 500 円増）

◆全席指定（１人６枚まで購入可）
◆前売：一般 1,000 円
　　　　高校生以下 500 円
　　　　（当日券は各 500 円増）

　 文化会館 ☎62‐3311

☆プレイガイド☆
〈市内〉文化会館／市民ふれあいプラザ／合川

　  公民館／森吉公民館／阿仁公民館
〈市外〉大館市民文化会館／能代市文化会館  
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